
174イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 5（2013.3）

Middle Eastern and Asian Islamic Universities' Strategies to Recruit International Students

西
村　

淳
一

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構

主
任
研
究
員

中
東
・
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
の

留
学
生
獲
得
戦
略
―
―
知
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
化

科
学
研
究
費
補
助
金（
基
盤
研
究
Ｂ
）事
業一　

事
業
の
概
要

　

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
は
、

二
〇
一
二
年
四
月
よ
り
研
究
活
動
の
一
部
を
、
桜

井
啓
子
機
構
長
が
研
究
代
表
を
つ
と
め
る
科
学
研

究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｂ
）
事
業
「
中
東
・
ア

ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
の
留
学
生
獲
得

戦
略
―
知
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ロ
ー
カ
ル
化
」

（
以
下
「
科
研
事
業
」
と
略
記
）
と
の
共
催
で
実

施
し
て
い
る
。
こ
の
科
研
事
業
の
狙
い
は
、
留
学

生
の
受
け
入
れ
や
海
外
展
開
を
通
じ
て
次
世
代
ム

ス
リ
ム
の
育
成
に
多
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る

イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
に
着
目
し
、「
知
」
の

伝
播
と
受
容
、
変
容
と
い
う
側
面
か
ら
、
現
代
的

な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
の
全
体
像
を
描
き
出
す
こ
と

に
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
の
知
は
、
人
々
の
生
活
習
慣
を
律

す
る
と
同
時
に
、
政
治
の
あ
り
方
を
も
規
定
す

る
。
現
代
に
お
い
て
は
、
国
際
的
に
知
名
度
の
高

い
い
く
つ
か
の
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
が
発
信

す
る
知
は
、
世
界
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
留
学
生

を
通
じ
て
、
彼
ら
の
出
身
地
に
伝
達
さ
れ
て
い

る
。
留
学
生
の
持
ち
帰
っ
た
知
は
、
新
し
い
知
と

し
て
受
容
さ
れ
、
新
た
な
運
動
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
れ
ば
、
地
元
に
根
付
い
た
知
と
相
容
れ
ず

に
対
立
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
が
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
、
地
元
に
適
応
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
こ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
的
知

の
︽
グ
ロ
ー
バ
ル
化
︾
と
︽
ロ
ー
カ
ル
化
︾
と
い

う
二
つ
の
現
象
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

よ
う
な
現
象
に
関
し
て
総
合
的
な
見
地
か
ら
共
同

で
研
究
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
未
だ
な
く
、
本
科
研

事
業
が
そ
の
初
の
試
み
と
な
る
。

　

よ
り
具
体
的
な
目
標
は
、

　
（
一
）
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
け
る
ウ
ラ

マ
ー
（
イ
ス
ラ
ー
ム
の
学
者
）
養
成
の
最
高
学
府

で
あ
る
ア
ズ
ハ
ル
大
学
（
エ
ジ
プ
ト
）、
マ

デ
ィ
ー
ナ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
大
学
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
）、
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
国
際
大
学
（
イ
ラ
ン
）
な

ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
の
留
学
生
獲
得
戦

略
の
分
析
を
通
じ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
的
知
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と

　
（
二
）
留
学
生
の
送
り
出
し
国
（
パ
キ
ス
タ
ン
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
米
国
等
）
で
の

現
地
調
査
を
通
じ
て
、
留
学
生
た
ち
が
持
ち
帰
っ

た
知
が
、
時
を
経
て
ロ
ー
カ
ル
化
さ
れ
て
い
く
様

相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

　
（
三
）
史
資
料
の
検
討
を
通
じ
て
、
現
代
の
イ

ス
ラ
ー
ム
系
宗
教
大
学
と
、
そ
の
前
身
で
あ
る
前

近
代
の
ウ
ラ
マ
ー
養
成
機
関
（
マ
ド
ラ
サ
）
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
授
方
法
、
学
生
の
地
域
性
な
ど

に
関
す
る
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

の
三
点
で
あ
る
。

　

本
科
研
事
業
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
に
開
始
さ

れ
、
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
継
続
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
以
下
で
は
本
事
業
の
一
環
と
し
て
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二
〇
一
二
年
中
に
開
催
さ
れ
た
二
回
の
研

究
会
と
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開

催
さ
れ
た
国
際
会
議
に
つ
い
て
、
開
催
日

の
早
い
も
の
か
ら
順
に
報
告
す
る
。

二　

第
一
回
研
究
会

　

二
〇
一
二
年
七
月
二
七
日
、
早
稲
田
大

学
一
二
〇

－

一
号
館
二
〇
一
会
議
室
に
て

開
催
さ
れ
た
第
一
回
研
究
会
で
は
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
国
際
開
発
学
部
・
Ｅ

Ｓ
Ｒ
Ｃ
研
究
員
の
マ
ス
ー
ダ
・
バ
ノ
氏
に

よ
り
「
パ
キ
ス
タ
ン
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

シ
リ
ア
に
お
け
る
女
性
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー

ム
運
動
―
そ
の
登
場
と
拡
大
の
背
景
」
と

題
し
た
報
告
が
行
わ
れ
た
。
同
氏
は
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
宗
教
と

開
発
、
マ
ド
ラ
サ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
な

ど
の
テ
ー
マ
で
精
力
的
に
執
筆
活
動
を

行
っ
て
い
る
新
進
気
鋭
の
パ
キ
ス
タ
ン
人

研
究
者
で
あ
り
、
研
究
協
力
者
と
し
て
本

科
研
事
業
に
加
わ
っ
て
い
る
。
本
報
告
で

は
、
上
述
の
三
カ
国
で
実
施
し
た
実
地
調

査
を
も
と
に
、
豊
富
な
写
真
資
料
を
提
示

し
つ
つ
、
女
性
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動

の
登
場
と
拡
大
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明

し
た
。
な
お
、
翌
七
月
二
八
日
に
は
、
大

阪
府
豊
中
市
千
里
朝
日
阪
急
ビ
ル
一
四
階

三
号
会
議
室
に
て
、
科
研
事
業
の
一
環
と

し
て
同
氏
に
よ
る
別
の
報
告
「
マ
ド
ラ
サ

と
好
戦
性
？
―
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
ジ

ハ
ー
ド
の
た
め
の
人
員
募
集
に
つ
い
て
」

も
行
わ
れ
た
。

三　

 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
国
際

会
議

　

二
〇
一
二
年
八
月
二
七
日
、
二
八
日
の
二
日

間
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
共
催
に
よ

り
、
同
大
学
国
際
開
発
学
部
に
お
い
て
、
国
際
会

議
「
教
学
教
育
機
関
と
ム
ス
リ
ム
社
会
の
変
化
―

ア
ズ
ハ
ル
大
学
、
マ
デ
ィ
ー
ナ
大
学
、
ム
ス
タ

フ
ァ
ー
大
学
が
も
つ
世
界
規
模
の
影
響
力
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

第
一
日
目
は
、
冒
頭
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
で

あ
る
マ
ス
ー
ダ
・
バ
ノ
氏
（
上
掲
）
と
桜
井
啓
子

氏
が
本
会
議
の
趣
旨
を
説
明
し
た
後
、
以
下
の
三

つ
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
各
発
表
に
つ
き

一
名
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
批
評
を
加
え
た
。

　
（
一
）
マ
イ
ク
・
フ
ァ
ー
カ
ー
（
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
（
Ｌ
Ｓ

Ｅ
）・
博
士
候
補
生
）「
神
聖
な
る
土
地
、
奨
学
金

制
度
、
そ
し
て
地
球
規
模
で
の
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義

伝
道
―
一
九
六
一
年
設
立
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
・
イ
ス

ラ
ー
ム
大
学
」

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
が
支
援
し
、
全
学
生
の

八
五
％
が
留
学
生
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
・
イ
ス
ラ
ー
ム

大
学
に
つ
い
て
、
実
地
調
査
、
関
係
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
様
々
な
文
字
資
料
な
ど
を
基
に
、
そ

の
沿
革
と
教
学
の
特
徴
が
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

本
発
表
に
対
し
て
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ラ
ク
ロ
ワ

氏
（
シ
ア
ン
ス
ポSciences Po
・
准
教
授
）
が
コ

メ
ン
ト
を
し
た
。

　
（
二
）
桜
井
啓
子
「
シ
ー
ア
派
教
学
の
中
心
と

し
て
の
コ
ム
の
形
成
―
ム
ス
タ
フ
ァ
ー
国
際
大
学
」

　

ム
ス
タ
フ
ァ
ー
国
際
大
学
設
立
（
二
〇
〇
八

年
）
の
目
的
と
歴
史
的
背
景
、
お
よ
び
そ
の
教
学

の
特
徴
が
説
明
さ
れ
、
世
界
各
国
に
支
部
を
設
置

し
て
多
く
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
理
由
、

ま
た
全
世
界
の
ム
ス
リ
ム
社
会
に
と
っ
て
同
大
学

が
出
現
し
た
こ
と
の
意
味
や
影
響
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
加
え
ら
れ
た
。
本
発
表
に
対
し
て
は
、
リ

ズ
ヴ
ィ
・
サ
ッ
ジ
ャ
ー
ド
氏
（
エ
ク
ス
タ
ー
大

学
・
准
教
授
）
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

　
（
三
）
イ
ル
フ
ァ
ナ
・
ハ
シ
ミ
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
大
学
・
博
士
候
補
生
）「
リ
ワ
ー
ク
・
シ
ス
テ

ム
に
見
る
ア
ズ
ハ
ル
の
多
様
性
」

　

一
六
〜
一
七
世
紀
の
ア
ズ
ハ
ル
に
見
ら
れ
る

「
リ
ワ
ー
ク
」
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
同
郷
団
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
ウ
ラ
マ
ー
の
民

族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
あ
り
様
に
つ
い
て
、
ま

た
そ
れ
が
地
理
的
に
ど
の
程
度
の
拡
が
り
を
持
っ

て
い
た
の
か
と
い
う
点
や
、
そ
れ
が
政
治
権
力
と

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う

点
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
本
発
表
に
対
し
て
は
、

ヒ
ラ
リ
ー
・
カ
ム
バ
ッ
チ
氏
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
・
フ
ェ
ロ
ー
）
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

　

続
く
第
二
日
目
に
は
、
さ
ら
に
以
下
の
三
つ
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
（
四
）
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ス
ト
ン
（
ノ
ー
ス

ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
・
博
士
候
補
生
）「
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
北
部
の
「
ア
フ
ル
ッ
ス
ン
ナ
」
―
カ
ノ
と
マ

デ
ィ
ー
ナ
を
往
復
す
る
伝
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

　

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
北
部
カ
ノ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
伝
道

者
集
団
「
ア
フ
ル
ッ
ス
ン
ナ
」
に
つ
い
て
、
伝
道

者
の
ほ
ぼ
半
数
が
マ
デ
ィ
ー
ナ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
大

学
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
代
表
的

な
二
人
の
伝
道
者
が
カ
ノ
社
会
の
中
で
評
判
を
得

て
い
く
過
程
と
背
景
が
説
明
さ
れ
た
。
本
発
表
に

写真2　オックスフォード会議の会場（2012年8月27日開催）写真3　オックスフォード会議の会場（2012年8月27日開催）
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対
し
て
は
、
マ
ス
ー
ダ
・
バ
ノ
氏
（
前
掲
）
が
コ

メ
ン
ト
を
し
た
。

　
（
五
）
ア
ン
・
ウ
ィ
ト
ゥ
ル
ス
キ
ー
（
フ
ロ
リ

ダ
大
学
・
博
士
候
補
生
）「
二
〇
世
紀
モ
ロ
ッ
コ

に
お
け
る
ア
ズ
ハ
ル
、
サ
ラ
フ
ィ
ー
主
義
、
モ

ロ
ッ
コ
民
族
主
義
運
動
の
三
者
関
係
が
公
教
育
政

策
に
与
え
た
影
響
」

　

一
九
世
紀
後
半
〜
二
〇
世
紀
初
頭
の
モ
ロ
ッ
コ

に
お
け
る
ア
ズ
ハ
ル
卒
業
者
に
よ
る
サ
ラ
フ
ィ
ー

主
義
の
導
入
、
そ
の
後
の
同
地
で
の
サ
ラ
フ
ィ
ー

主
義
の
影
響
、
同
地
に
お
け
る
政
治
改
革
運
動
と

ア
ズ
ハ
ル
に
よ
る
支
援
、
モ
ロ
ッ
コ
民
族
主
義
運

動
の
指
導
者
ア
ッ
ラ
ー
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ィ
ー
と
ア

ズ
ハ
ル
と
の
関
係
、
な
ど
の
点
が
報
告
さ
れ
た
。

本
発
表
に
対
し
て
は
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
ラ
ク
ロ
ワ

氏
（
前
掲
）
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

　
（
六
）
塩
崎
悠
輝
（
同
志
社
大
学
・
助
教
）「
東

南
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
諸
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー

ム
教
学
の
中
心
と
公
的
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
変
遷
」

　

二
〇
世
紀
初
頭
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ム
ス
リ
ム
の

主
要
留
学
先
が
メ
ッ
カ
か
ら
カ
イ
ロ
へ
移
っ
た
こ

と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
同
地
域
に
は
サ
ラ
フ
ィ
ー
主

義
に
傾
倒
し
た
ウ
ラ
マ
ー
が
増
え
て
い
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
彼
ら
が
国
家
と
の
関
係
を
強
め
て

い
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
本
発
表
に

対
し
て
は
、
桜
井
啓
子
氏
が
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
総
合
討
論
を
行
っ
た

後
、
今
後
の
共
同
研
究
の
方
針
を
確
認
し
て
二
日

間
に
亘
る
会
議
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

会
議
は
、
報
告
者
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て

一
二
名
の
専
門
家
の
参
加
を
得
て
、「
教
学
教
育

機
関
と
ム
ス
リ
ム
社
会
の
変
化
」
と
い
う
未
開
拓

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
専
門
的
な
議
論
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
で
き
た
。
参
加
者
の
国
籍
は
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
日

本
の
五
か
国
に
お
よ
び
、
国
際
会
議
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
構
成
で
あ
っ
た
。
ま
た
発
表
者
全
員
が

事
前
に
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
提
出
し
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
に
送
付
し
て
い
た
た
め
に
、
質
疑
応
答
を
含

め
、
深
く
議
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
実

の
あ
る
会
議
と
な
っ
た
。
こ
の
会
議
の
内
容
は
、

編
集
の
う
え
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

四　

第
二
回
研
究
会

　

二
〇
一
二
年
九
月
二
九
日
、
早
稲
田
大
学

一
二
〇

－

一
号
館
二
〇
一
会
議
室
に
て
、
第
二
回

研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア

ズ
ハ
ル
留
学
に
関
す
る
以
下
の
二
つ
の
報
告
が
行

わ
れ
た
。
一
つ
目
は
、
京
都
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地

域
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
木
下
博
子
氏
に
よ
る

「
ア
ズ
ハ
ル
留
学
が
も
た
ら
し
た
も
の
―
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
留
学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
社
会

的
役
割
の
諸
相
」
と
題
す
る
報
告
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
に
よ
る
ア
ズ
ハ
ル
留
学
の
歴
史
、
現
代
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
ア
ズ
ハ
ル
留
学
の
概
要
と

ア
ズ
ハ
ル
出
身
者
の
活
動
状
況
、「
ア
ズ
ハ
ル
卒

業
者
世
界
機
構
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
」
の
設
立
な

ど
の
点
が
検
討
さ
れ
た
。
二
つ
目
は
、
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
（
上
智
大
学
）
の
久
志
本
裕

子
氏
に
よ
る
「
ア
ズ
ハ
ル
の
名
の
も
と
に
―
マ

レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
ウ
ラ
マ
ー
養
成
の
国
家
管

理
」
と
題
す
る
報
告
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

教
育
制
度
（
特
に
宗
教
学
校
）
の
歴
史
と
現
状
お

よ
び
ア
ズ
ハ
ル
と
の
関
係
性
、
国
家
に
よ
る
ウ
ラ

マ
ー
養
成
の
管
理
な
ど
の
点
が
論
じ
ら
れ
た
。

五　

今
後
の
予
定

　

現
在
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
国
際
会
議
で
の
報

告
原
稿
を
取
り
ま
と
め
て
出
版
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。
二
〇
一
三
年
度
中
に
出
版
社
を
確
定

し
、
最
終
原
稿
を
入
稿
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ

る
。

　

本
科
研
事
業
で
は
、
二
〇
一
三
年
以
降
も
、
平

均
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
研
究
会
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ス
ラ
ー

ム
地
域
研
究
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
を
通
じ
て

事
前
に
告
知
を
行
う
の
で
、
ご
関
心
を
お
持
ち
の

方
に
は
ぜ
ひ
と
も
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

写真4　第2回研究会の様子（2012年9月29日開催）
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